
海外販路開拓事業
（酒類輸出コーディネーター、日本産酒類輸出促進コンソーシアム、海外商談会）

○日本産酒類の海外販路の開拓を一層推進するため、酒類輸出コーディネーター、日本産酒類輸出促進
コンソーシアム、海外商談会の三事業を一体として実施。

○酒類輸出コーディネーターが、海外バイヤーの発掘、海外商談会の企画、商談会参加事業者への事前
の実務セミナーの実施など、海外販路開拓事業全体の展開において中心的な役割を担う。

日本産酒類輸出促進コンソーシアム
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○ 主要国・地域８か所に設置。
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※オンラインを中心に
開催、国・地域ごとに
１回対面で開催

※輸出経験の少ない中
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レンジできる環境整備

国ごとの流通実態を
踏まえた日本産酒類
の流通の要となる
最適な海外バイヤー
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